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５．空間配置計画 

 

空間配置計画（ゾーニング及び基本動線の設定）は、計画地が持つ各種の特性や資

源等を踏まえ、主たる空間や基本動線の配置構成を定めることにより、導入すべき機

能の効果的な実現を図るとともに、公園全体で調和のとれた整備及び管理・運営を可

能とすることを目的として行うものである。本公園では、歴史資産、景観、アクセス、

現況利用・地域ニーズの４点の状況を踏まえて、これを設定する。 

 
（１）ゾーニング 

 
① シンボルゾーン 

歴史資産の活用を主とする空間として、発掘調査・研究が進んでおり、第一次

大極殿院、朱雀門、第二次大極殿院、東院庭園等の建物等復元、遺構表示等の行

われている特別史跡区域の中枢部を「シンボルゾーン」として位置づける。 
復元された建物等を中心とする歴史資産を最大限に活用した空間づくりを行い、

往時の平城宮の様子が感じられるゾーンとし、往時を彷彿とさせるイベントや歴

史学習プログラムの展開、朱雀大路から続く軸線の空間の活用等により、歴史・

文化体感・体験及び歴史・文化教育・学習の機会を提供する。 

 

② 緑地ゾーン 

歴史資産の保全活用と併せて景観や自然的環境の保全、レクリエーション利用

など多様な機能との調和を図る空間として、未発掘箇所の多い特別史跡区域中央

部両側の区域を「緑地ゾーン」として位置づける。 
宮跡全体の広がりや周辺地域との歴史的な関わりを感じるとともに多目的に利

用できる緑地を主体としたゾーンとし、主要視点場からの眺望を確保することで

歴史・文化体感・体験に資するとともに、自然的環境の保全・創出や多様なレク

リエーション利用の場とする。 
 

③ 外周ゾーン 

隣接市街地の遮蔽及び修景と併せて利用サービス機能の充実を図る空間として、

主として特別区域の外周部を「外周ゾーン」として位置づける。 
宮跡と隣接市街地との間に緑陰を設けるとともに、エントランスや公園利用に

必要な利用サービス施設を宮跡内部からの景観に配慮しつつ配置するゾーンとし、

周辺の山並み等への眺望景観の保全のほか、基本動線を配置することで公園内の

移動の利便性を高めるとともに、外部から出入りする動線とのネットワークを形

成する。 
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④ 拠点ゾーン 

公園全体の利用拠点となる空間として、史跡平城京朱雀大路跡及びその東西の

区域を「拠点ゾーン」として位置づける。 
平城宮跡のメインエントランス及び奈良観光のゲートウェイとして、公園全体

の利用、管理・運営の拠点及び歴史・文化交流拠点並びに観光ネットワーク拠点

の機能を持ったゾーンとするとともに、朱雀大路から朱雀門に至るシンボリック

な軸を強調し、往時の平城京のスケールを感じさせる広がりのある空間形成を行

う。 
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（２）基本動線 

 

① アクセス動線(エントランス) 

 

    ・南エントランス： 

    主要地方道 奈良生駒線(大宮通り)に接続する公園南部 

  ・東エントランス： 

    一般県道谷田奈良線の移設道路が接続する公園北東部 

  ・西エントランス： 

    近鉄大和西大寺駅からの最寄であり、主要地方道奈良精華線に接続する公園

北西部 

    ・その他の入口： 

広域の自転車道やハイキング道をはじめ、四方の歴史・文化資産と宮跡とを

結ぶ道路等からの進入口 

 

 ② 園内動線 

  

園内の動線は、歩行者を中心としたものとする。 

他方、広大な園内を効率よく移動できるよう、自転車及び園内交通システムの

動線を設けるが、これらは歩行者との交錯を避け、また、景観上の支障とならな

い箇所に限定する。 

 

  ○歩行者動線 

来園者が園内の主要施設に徒歩でアクセスできるように、各エントランス、主

要施設及び利用サービス施設の間を結ぶルートを、これら施設の配置を踏まえ、

｢主動線｣として設定する。 

また、平城京から平城宮、ひいては宮内の中心施設に至るメインストリートと

して道路遺構も見つかっており、主要施設の整備等と併せ、往時の平城宮の有り

様を体感できる、朱雀大路から朱雀門を経て第一次大極殿院に至るルートを、｢シ

ンボル動線｣として設定する。 

 

  ○自転車及び園内交通システム動線 

各エントランスを結ぶルートを、外周ゾーン及び宮跡内を南北方向に縦断する

現在のみやと通り付近に配置し、園内を循環できる｢循環動線｣として設定する。 
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図 3 ゾーニングおよび基本動線図


